
■　その他の社会連携活動
・日本スポーツ協会日本スポーツ少年団指導育成部会委員
・静岡県スポーツ推進審議会委員
・静岡県裾野市スポーツツーリズム推進協議会アドバイザー
・静岡県教育委員会体力向上推進委員会委員長

■　相談に応じられる関連分野
・運動生理学
・健康・スポーツ科学
・生理人類学
・体力科学

学術院グローバル共創科学領域
教授・博士

（スポーツ･健康科学）

杉山　康司

キーワード：ニュースポーツ、健康、筋電図分析、エネルギー代謝

■ 個人研究者　　□ 研究者・学生等による共同プロジェクト　　□ プロジェクト研究所
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最近の研究ではノルディックウォーキングの運動強度や効果に関して生理学的にアプローチしています。例えば、
手や脚に錘を装着して歩くのは体力の向上に役立っていると考えられていますが、体に錘を負荷することが必ず
しも良いとはいえません。ノルディックウォーキングは2本のスキーポールをウォーキング用に改良した用具を
使って腕で推進力を生み出しながら歩くスポーツですが、カラダに錘をつける運動以上にエネルギーの消費を促
します。本研究室ではポールが身体のどのような機能に影響を及ぼすのかを代謝および筋活動様相から検討して
います。また、健康維持増進するために日常生活に密着したツールを考え、実験的に検証することにも取り組ん
でいます。我々が考案したブローライフルもその一つです。エビデンスとして、動きと生理学的応答との両面か
ら検証することを試みます。また、フィールドテストではGPSシステムを利用したスポーツ活動中の研究を行っ
ています。その一つである裾野市のスポーツツーリズムで推進している準高地トレーニングの効果は競技者に向
け研究成果を配信しています。このようにスポーツや日常生活における運動の持つ特徴を科学的に解明するテー
マに取り組んでいます。
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ノルディックエクササイズという運動プログラムを創作しましたが、スポーツ科学の裏付けデータを測定しなが
らプログラムの作成にあたることができました。また、ブローライフルというニュースポーツを考案し、その普
及のための測定や調査を行っています。市場に出回っている健康機器類など十分なエビデンスが示されていない
場合がよくありますので、実際に科学的エビデンスを測定しながら新たなスポーツグッズなどを提案しておりま
す。スポーツ活動に秘められた健康改善要素のエビデンスを呼吸循環機能や運動学的知見から明らかにすること
が求められますが、本研究室ではエビデンスに基づいた評価を行うように研究計画をアドバイスします。

実績：
準高地トレーニングの効果（裾野市スポーツ推進協議会イノベーション事業）
富士宮市田貫湖周辺の森林資源活用のためのウォーキングコースづくり（林野庁事業）
農業をスポーツに（農水省事業）
自転車を活用した健康づくり（富士宮市）　など

【代表的な研究テーマ】

□ ノルディックウォーキング、サイクリングの活動強度測定
□ 準高地環境下での運動効果

ノルディック
ウォーキング測定

ブローライフルの測定 準高地フィールド実験 実験室内実験風景
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